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近世以降の中之島における場所性の成立に関する考察と

今後の整備に関する研究

■研究の背景
■近年、大阪では「水の都再生」
をキーワードに都市再生が進めら
れている。

■中之島は中心的なゾーンに掲げ
られ、再開発事業と連携して整備
が進められている。

■研究の目的

■近世以降の中之島において、
時代時代に応じてどのような場所
性が成立してきたかを考察するこ
とで、今後の整備の方向性を探る。
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■研究の構成

近世以降の中之島を取り巻く時代認識と
時代区分及び大阪における位置付け
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研究方法

空間構成要素 空間評価軸
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■研究方法(step2)

基盤整備 水害対策 水質環境対策交通機関施設立地



近世以降の中之島を取り巻く時代認識と時代区分
及び大阪における中之島の位置付け

■研究方法(step2)

基盤整備 水害対策 水質環境対策交通機関施設立地



近世以降の中之島を取り巻く時代認識と時代区分
及び大阪における中之島の位置付け

調
査
で
用
い
た
文
献
リ
ス
ト

『中之島誌』『北区史』『新修大阪市史』『キター風土記大阪ー』『大阪の
まちづくりーきのう・今日・明日ー』『まちに住まう』『大阪の橋』『大阪
の川ー都市河川の変遷ー』『大阪古地図物語』『大阪と淀川夜話』『大阪近
代史話』『大阪市公園史』『中之島 よみがえれ わが都市』『三菱倉庫百
年史』『関西都市計画100年の歩みとまちづくりの知恵』

『水の都大阪再生構想』『新水の都大阪グランドデザイン』『大阪市総合
計画21』『大阪人』『大阪春秋』『大阪市主要プロジェクト集』

■研究方法(step2)

基盤整備 水害対策 水質環境対策交通機関施設立地



■近世以降の中之島を取り巻く時代認識と時代区分

元和5年
（1619
）

明治4年
（1871
）

明治38年
（1905）

大正12年
（1923）

昭和8年
（1933）

昭和38年
（1963）

昭和55年
（1980）

平成7年
（1995）

平成17年
（2005）

基盤整備

蔵屋敷の
立地に関
する整備

中之島公
園の整備

埋立造成
による
沿岸整備

沿川緑地
整備

水辺を生
かした整
備・構想
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水上交通か
ら陸上交通
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■近世以降の中之島を取り巻く時代特性と大阪における位置付け

時代特性と位置付け時代区分

時代区分Ⅰ

元和5年（1619）
～明治4年

時代区分Ⅱ

明治4年～
昭和8年

時代区分Ⅲ

昭和8年～
昭和55年

時代区分Ⅳ

昭和55年～
平成17年

■米など蔵物が運び込まれ、相場が開設された
⇒島全体が全国の中央市場的な存在

■明治4年 蔵屋敷廃止

官公署施設・文教施設・近代工場・倉庫などに利用
⇒大阪の近代化を先導

■昭和8年 地下鉄御堂筋線開通
大阪駅、難波駅を継ぐ南北軸が形成
⇒西部の倉庫・工場施設は都心部に求められた
土地利用との不整合を発生

■昭和55年 中之島遊歩道一部完成

西部を中心に低・未利用地が発生
⇒大阪において強化が求められている東西軸の一部
次代の国際的交流・文化拠点を担うエリア

■水運の便から諸藩蔵屋敷が立地

■大坂三郷町地内の北辺部に位置

明治7年に大阪駅が中之島の北部に設置
⇒大阪都市域の北辺部から中心部へと移行

業務施設などの機能は他のエリアとの差異がなくなる
⇒都市域の中に埋没

沿川空間が再び人々に開放



■研究方法(step3)

各時代の中之島における場所性の成立に関する考察

■空間評価軸

■土地利用 ■集客要素

■基盤構成（空間構
造）

■水面利用

■空間構成要素（対象：各時代区分末期）

■公共性

■繁華性

■水辺環境の享受性

■領域性
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■空間構成要素と空間評価軸の関係性

非常に高い公共性と繁華性を発揮

■人々は水辺の賑わいを島内外から互いに認識でき、
「見る・見られる」関係が成立していた。

■水辺では人々が自由に活動を展開できる空間許容
量が十分に担保されていた。

■島全域が市場的な存在として多くの人々が集い、
活気を呈した。

■荷揚げ以外に納涼や舟遊びなど多様な活動が展開
され、水辺は人々の生活に密接に関連し、必然性を
伴った存在であった。
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■機能的、視覚的に対岸と明確に異なり、単一機能
の集積から一体感が生じていた。
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■時代区分Ⅱ【明治4年～昭和8年（解析対象時期：大正10年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

■空間構成要素と空間評価軸との関係性



■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性
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■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性



■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

高い水辺環境の享受性を保持

強い領域性を発揮

東部：非常に高い公共性と繁華性を発揮

西部：公共性と繁華性が大きく低下

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性



■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

東部：非常に高い公共性と繁華性を発揮

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■西部は企業活動や市電道路という特化した機能を
重視して構成され、人々が関わる機会と空地がとも
に消滅した。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性
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西部：公共性と繁華性が大きく低下

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■西部は企業活動や市電道路という特化した機能を
重視して構成され、人々が関わる機会と空地がとも
に消滅した。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性



■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

東部：非常に高い公共性と繁華性を発揮

西部：公共性と繁華性が大きく低下

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■西部は企業活動や市電道路という特化した機能を
重視して構成され、人々が関わる機会と空地がとも
に消滅した。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■必然性を伴って水面を利用する機会は減少したが、
人々の水辺に対する意識は継続されていた。



■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

東部：非常に高い公共性と繁華性を発揮

西部：公共性と繁華性が大きく低下

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■西部は企業活動や市電道路という特化した機能を
重視して構成され、人々が関わる機会と空地がとも
に消滅した。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■必然性を伴って水面を利用する機会は減少したが、
人々の水辺に対する意識は継続されていた。



■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

高い水辺環境の享受性を保持

東部：非常に高い公共性と繁華性を発揮

西部：公共性と繁華性が大きく低下

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■西部は企業活動や市電道路という特化した機能を
重視して構成され、人々が関わる機会と空地がとも
に消滅した。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■必然性を伴って水面を利用する機会は減少したが、
人々の水辺に対する意識は継続されていた。



■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

高い水辺環境の享受性を保持

東部：非常に高い公共性と繁華性を発揮

■近代都市施設の集積によって対岸との差異が生じ
ていた。

西部：公共性と繁華性が大きく低下

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■西部は企業活動や市電道路という特化した機能を
重視して構成され、人々が関わる機会と空地がとも
に消滅した。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■必然性を伴って水面を利用する機会は減少したが、
人々の水辺に対する意識は継続されていた。



■時代区分Ⅱの中之島における場所性の成立に関する考察

高い水辺環境の享受性を保持

強い領域性を発揮

東部：非常に高い公共性と繁華性を発揮

■近代都市施設の集積によって対岸との差異が生じ
ていた。

西部：公共性と繁華性が大きく低下

■東部は多くの人々に利用され、自由に活動を展開
できる空間許容量を持っていたため、非日常的な活
動を含め多様な活動がエリア一帯で展開された。

■西部は企業活動や市電道路という特化した機能を
重視して構成され、人々が関わる機会と空地がとも
に消滅した。

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■必然性を伴って水面を利用する機会は減少したが、
人々の水辺に対する意識は継続されていた。
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ【昭和8年～昭和55年（解析対象時期：昭和50年頃）】
土地利用・集客要素
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■時代区分Ⅲ 基盤構成及び防潮堤による水辺の空間構造
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■時代区分Ⅲ 基盤構成及び防潮堤による水辺の空間構造
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■時代区分Ⅲ 基盤構成及び防潮堤による水辺の空間構造
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■時代区分Ⅲ 基盤構成及び防潮堤による水辺の空間構造



御
堂
筋

堺
筋

四
つ
橋
筋

松
屋
町
筋

な
に
わ
筋

尼
崎
堺
線

阪神高速道路
池田線

阪神高速道路
守口線

阪神高速道路
環状線

阪神高速道路
神戸線

■時代区分Ⅲ 基盤構成及び防潮堤による水辺の空間構造
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■時代区分Ⅲ 基盤構成及び防潮堤による水辺の空間構造

防潮堤

堂島川
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■時代区分Ⅲ 基盤構成及び防潮堤による水辺の空間構造
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（o.p＋4.0
ｍ）



御
堂
筋

堺
筋

四
つ
橋
筋

松
屋
町
筋

な
に
わ
筋

尼
崎
堺
線

阪神高速道路
池田線

阪神高速道路
守口線

阪神高速道路
環状線

阪神高速道路
神戸線

■時代区分Ⅲ 基盤構成及び防潮堤による水辺の空間構造

防潮堤

堂島川

防潮堤

幹線道路
（o.p＋0.0
ｍ）

沿岸建物

（o.p＋2.7
ｍ）

業
務
ビ
ル

（o.p＋4.0
ｍ）



■時代区分Ⅲの中之島における場所性の成立に関する考察

■空間構成要素と空間評価軸との関係性



■時代区分Ⅲの中之島における場所性の成立に関する考察

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■防潮堤によって水面への視覚的・アクセス的連続
性が分断された。



■時代区分Ⅲの中之島における場所性の成立に関する考察

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■防潮堤によって水面への視覚的・アクセス的連続
性が分断された。

■各種の都市基盤や集客施設は個別でその機能を
発揮した。



■時代区分Ⅲの中之島における場所性の成立に関する考察

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

水辺環境の享受性が大きく低下

公共性と繁華性が大きく低下

■防潮堤によって水面への視覚的・アクセス的連続
性が分断された。

■各種の都市基盤や集客施設は個別でその機能を
発揮した。



■時代区分Ⅲの中之島における場所性の成立に関する考察

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■西部の土地利用は機能的に対岸との差異がなくな
り、広幅員の橋梁は地続きという空間認識を与えた。

水辺環境の享受性が大きく低下

公共性と繁華性が大きく低下

■防潮堤によって水面への視覚的・アクセス的連続
性が分断された。

■各種の都市基盤や集客施設は個別でその機能を
発揮した。



■時代区分Ⅲの中之島における場所性の成立に関する考察

■空間構成要素と空間評価軸との関係性

■西部の土地利用は機能的に対岸との差異がなくな
り、広幅員の橋梁は地続きという空間認識を与えた。

領域性を十分発揮できなかった

水辺環境の享受性が大きく低下

公共性と繁華性が大きく低下

■防潮堤によって水面への視覚的・アクセス的連続
性が分断された。

■各種の都市基盤や集客施設は個別でその機能を
発揮した。



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設業務施設国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設業務施設

集客施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設

倉庫・業務施設

業務施設

集客施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設

倉庫・業務施設

業務施設

集客施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設

倉庫・業務施設

業務施設

集客施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素

集客要素

集客要素
（アクセス）

国立国際
美術館・科学館

リーガロイヤル
ホテル

大阪国際
会議場

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂

中央卸売市場

東洋陶磁
美術館

中之島公園

新朝日ビル
（フェスティバルホール・ホテ
ル）

地
下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
橋
駅

地
下
鉄
御
堂
筋
線
・
京
阪
電
車

淀
屋
橋
駅

地
下
鉄
堺
筋
線
・
京
阪
電
車

北
浜
駅



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設

倉庫・業務施設

業務施設

集客施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素

集客要素

集客要素
（アクセス）

国立国際
美術館・科学館

リーガロイヤル
ホテル

大阪国際
会議場

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂

中央卸売市場

東洋陶磁
美術館

中之島公園

新朝日ビル
（フェスティバルホール・ホテ
ル）

地
下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
橋
駅

地
下
鉄
御
堂
筋
線
・
京
阪
電
車

淀
屋
橋
駅

地
下
鉄
堺
筋
線
・
京
阪
電
車

北
浜
駅



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設

倉庫・業務施設

業務施設

集客施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素

集客要素

集客要素
（アクセス）

国立国際
美術館・科学館

リーガロイヤル
ホテル

大阪国際
会議場

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂

中央卸売市場

東洋陶磁
美術館

中之島公園

新朝日ビル
（フェスティバルホール・ホテ
ル）

地
下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
橋
駅

地
下
鉄
御
堂
筋
線
・
京
阪
電
車

淀
屋
橋
駅

地
下
鉄
堺
筋
線
・
京
阪
電
車

北
浜
駅



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設

倉庫・業務施設

業務施設

集客施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所

■時代区分Ⅳ【昭和55年～平成17年（解析対象時期：平成17年現在）】
土地利用・集客要素

集客要素

集客要素
（アクセス）

国立国際
美術館・科学館

リーガロイヤル
ホテル

大阪国際
会議場

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂

中央卸売市場

東洋陶磁
美術館

中之島公園

新朝日ビル
（フェスティバルホール・ホテ
ル）

地
下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
橋
駅

地
下
鉄
御
堂
筋
線
・
京
阪
電
車

淀
屋
橋
駅

地
下
鉄
堺
筋
線
・
京
阪
電
車

北
浜
駅

大阪国際会議場
リーガロイヤルホテル

フェスティバルホール



東
横
堀
川

安治川
木
津
川

主要施設

官公署施設

倉庫・業務施設

業務施設

集客施設

国立国際
美術館・科学館

住友病院

三井倉庫

王子運輸
倉庫

リーガロイヤル
ホテル
大阪国際
会議場

（低・未利用地）

近代美術館
建設予定地

（再開発予定地）

（低・未利用地）

中之島センタービル

市
役
所

府
立
図
書
館

中
央
公
会
堂 中之島公園

日
本
銀
行

ニ
チ
メ
ン
ビ
ル

三
井
ビ
ル

住
友
生
命
ビ
ル

朝
日
ビ
ル
・
朝
日
新
聞
社

ダ
イ
ビ
ル

新
朝
日
ビ
ル

住
友
ビ
ル

三
井
ビ
ル

東洋陶磁
美術館

中之島合同庁舎

大阪大学跡地

大阪高等・地方
簡易裁判所
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■各種の都市基盤と施設単体が個別で公益的機能を発揮
⇒人々が中之島に関わる機会と空間がともに消滅

■考察結果から

■今後の整備の方向性
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